
審
査
の
な
が
れ

（※

付
託
・
分
科
会
設
置
）

本
会
議

予
算
特
別
委
員
会

（
詳
細
審
査
）

・
総
務
分
科
会

・
経
済
建
設
分
科
会

・
民
生
分
科
会

（
採
決
）

予
算
特
別
委
員
会

本
会
議

12
月
10
日

12
月
4
日
、5
日

12
月
3
日

変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
1
号

　

年
度
当
初
に
国
の
選
考
に
漏
れ
る
こ
と
は

予
測
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
気
は
す
る

が
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
な
の
で
、
も
っ
と

国
に
障
が
い
者
に
対
す
る
考
え
を
要
望
す
る

な
ど
今
後
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

議
案
第
18
号
か
ら
34
号

　

持
続
可
能
な
圏
域
を
形
成
す
る
た
め
に
、

観
光
だ
け
で
は
な
い
産
業
振
興
や
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

有
効
な
取
り
組
み
だ
と
確
認
で
き
た
。

　

な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
中
合
棒
二
森
屋
店
テ
ナ
ン
ト
支
援
補
助
金

　

・
補
助
制
度
の
内
容
お
よ
び
効
果

議
案
第
15
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
函
館
市
ホ
テ
ル
恵
風
）

　

・
特
例
措
置
と
し
た
理
由

議
案
第
１
号

　

現
在
、
棒
二
森
屋
店
で
営
業
を
し
て
い
る

事
業
者
の
う
ち
、
駅
前
・
大
門
地
区
内
に
お

い
て
新
た
に
店
舗
を
構
え
て
営
業
を
行
う
事

業
者
を
対
象
と
し
た
空
き
店
舗
等
出
店
型
に

つ
い
て
は
、
事
業
者
が
同
地
区
内
で
移
転
先

を
速
や
か
に
確
保
し
、
新
た
に
店
舗
を
構
え

て
営
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
既
存
制
度
の

要
件
の
一
部
を
緩
和
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ネ
ッ
ク
ス
館
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て

の
存
続
に
伴
い
、
新
た
に
同
館
に
お
い
て
営

業
す
る
事
業
者
を
対
象
と
し
た
ア
ネ
ッ
ク
ス

議
案
第
1
号　

平
成
30
年
度
函
館
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
総
務
分
科
会
関
係
部
分
）

○
函
館
駅
内
方
線
付
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
整
備

費
補
助
金

・
皆
減
の
理
由
と
今
後
の
取
り
組
み

議
案
第
18
号
か
ら
34
号　

定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

・
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
達
成
状
況

　
　

と
変
更
理
由

議
案
第
1
号

　

当
該
整
備
は
、
国
の
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
方
針
に
基
づ
き
、
函
館
駅
の
全
ホ
ー
ム
に
、

内
方
線
ブ
ロ
ッ
ク
を
追
加
す
る
も
の
で
、
国

に
お
い
て
、
利
用
者
数
や
緊
急
度
等
を
目
安

に
整
備
対
象
駅
を
選
定
し
て
い
る
が
、
函
館

駅
は
、
年
度
当
初
に
国
の
選
定
か
ら
外
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
今
年
度
の
事
業
実
施
を
断

念
し
た
。

　

す
べ
て
の
駅
利
用
者
に
と
っ
て
、
ホ
ー
ム

に
お
け
る
転
落
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
大

変
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

議
案
第
18
号
か
ら
34
号

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
係
る
広
域
救
急
医
療
体

制
の
充
実
を
は
じ
め
12
の
事
業
に
つ
い
て
、

目
標
を
達
成
し
、
初
期
救
急
医
療
体
制
の
充

実
な
ど
３
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
目
標
を
や

や
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
変
更
は
、
現
計
画
が
平
成
30
年

度
で
計
画
期
間
を
満
了
す
る
た
め
、
現
在
、

次
期
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
中
、

３
分
野
４
事
業
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、

政
策
分
野
や
取
組
項
目
に
変
更
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
根
拠
と
な
る
協
定
の
一
部
を
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◎

◎

◎

◎

○

第4回定例会　議決結果

◎＝満場一致で可決　○＝賛成多数で可決

議案34件を原案のとおり可決予算特別委員会 審査の概要別 会
分科会

12／3 ・ 12／10／3 ・12／ 2
12／4 ・ 5

　予算特別委員会では、平成 30 年度一般会計補正予算をはじめとする議案 34 件について、審査を行いました。委員
会は、審査をより充実させるため、議長を除く全議員が委員となり、委員会内に各常任委員会が所管する事項と同様
の事項を審査する総務・経済建設・民生の３分科会を設置し、付託案件を分担して審査しました。
　各分科会は、各議案について論点整理を行い、論点に基づく質疑により、疑義を解明した後、委員同士の協議によっ
て態度・賛否理由を取りまとめました。その後、委員会は各分科会から審査の経過と主な内容について報告を受け、
採決を行いました。各分科会の主な審査過程は次のとおりです。

平成30年度
補正予算

そ の 他

条　　例

（制定） 一般職の職員の給与に関する条例および一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部を改正する条例

一般会計／港湾事業特別会計／地方卸売市場事業特別会計／水道事
業会計／公共下水道事業会計／交通事業会計
（追加議案）一般会計／港湾事業特別会計／国民健康保険事業特別会
計／自転車競走事業特別会計／地方卸売市場事業特別会計／介護保
険事業特別会計／後期高齢者医療事業特別会計／水道事業会計／公
共下水道事業会計／交通事業会計／病院事業会計

（一部改正） 函館市の議会の議員および長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例／函館市立高等学校及び幼稚園教育職員の給
与，勤務時間その他の勤務条件に関する条例／函館市消費生活セン
ター条例／函館市建築基準条例／函館市地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例／特別職の職員の給与等に関する条例

（一部改正） 函館市立保育所条例〈反対：日本共産党〉

公の施設の指定管理者の指定（４件）／市道の路線認定および変更／
定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結（17件）／人権擁
護委員候補者の推薦

総
務
分
科
会 

議
案
21
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

経
済
建
設
分
科
会 

議
案
11
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

議会だよりでは結果のみをお知らせしています
が、詳しい審査状況などについては、会議録や
委員会記録（2月下旬までにホームページ等で公
開予定）をご覧ください。

主
な
理
事
者
の
説
明

主
な
理
事
者
の
説
明

※付託…議会の議決を要する事件について議会の議決に先だって詳しく検討を加えるために、所管の常任委員会、議会
　　　　運営委員会、または特別委員会に審査を委託すること。


